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消
費
税
増
税
に
医
療
・
介

護
負
担
増
、
保
育
の
不
足
な

ど
、
安
倍
政
権
の
も
と
で
暮

ら
し
が
大
変
で
す
。
き
く
ち

議
員
は
「
こ
う
い
う
時
こ
そ

暮
ら
し
を
守
る
自
治
体
の
役

割
が
重
要
」
と
し
て
、
政
府

に
対
し
社
会
保
障
予
算
の
削

減
や
消
費
税
増
税
の
中
止
を

求
め
る
こ
と
。
ま
た
、
区
と

し
て
過
去
最
高
に
た
め
込
ま

れ
た
基
金
を
活
用
し
、
区
民

生
活
の
支
援
強
化
を
求
め
ま

し
た
。

来
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
国
保
・
介
護
保
険
料
の

引
き
下
げ
や
保
育
料
引
き
下

げ
な
ど
の
経
済
的
支
援
の
拡

充
、
地
域
経
済
の
振
興
、
格

差
を
広
げ
る
民
間
委
託
の
中

止
な
ど
を
求
め
ま
し
た
が
、

区
の
答
弁
は
冷
た
く
、
政
府

路
線
へ
の
追
随
に
終
始
し
て

い
ま
す
。

保
育
園
が

あ
ぶ
な
い
！

待
機
児
解
消
が
叫
ば
れ
る

中
、
区
内
の
認
証
保
育
所
が

相
次
い
で
休
園
、
閉
園
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者

に
は
大
変
な
事
態
で
す
。

き
く
ち
議
員
は
「
安
上
り

保
育
」
を
推
進
し
て
き
た
政

治
の
責
任
を
指
摘
し
、
規
制

緩
和
や
株
式
会
社
参
入
で
劣

悪
に
な
っ
て
い
る
保
育
士
の

労
働
環
境
の
調
査
、
改
善
を

は
か
る
こ
と
。
保
育
の
質
の

確
保
に
指
導
、
監
督
、
支
援

の
強
化
と
、
待
機
児
対
策
は

公
的
責
任
で
と
求
め
ま
し

た
。

「
子
ど
も
の
貧
困
」

対
策
を
急
げ

「
６
人
に
ひ
と
り
が
貧
困

家
庭
に
育
つ
」
現
状
に
、
急

ぎ
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。き

く
ち
議
員
は
、
子
ど
も

た
ち
の
実
態
調
査
の
実
施
と

就
学
援
助
の
拡
充
や
制
服

代
、
給
食
費
な
ど
の
公
費
負

担
を
増
や
す
こ
と
。
ま
た
、

保
育
料
引
き
下
げ
や
医
療
費

無
料
化
の
拡
充
な
ど
経
済
的

支
援
の
強
化
を
行
う
と
と
も

に
、
貧
困
を
広
げ
る
政
府
の

格
差
拡
大
政
策
に
反
対
の
意

見
表
明
を
行
う
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

５０
階
は
高
す
ぎ
る

西
大
島
駅
・
羅
漢
寺
周
辺

で
進
め
ら
れ
て
い
る
再
開
発

計
画
に
つ
い
て
、
近
隣
住
民

か
ら
は
「
５０
階
は
高
す
ぎ
る
」

「
な
ぜ
？
」
と
い
う
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

き
く
ち
議
員
は
「
敷
地
の

三
分
の
一
は
都
有
地
」
「
公

益
を
目
的
と
す
る
事
業
で
容

積
率
を
い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て

高
く
す
べ
き
で
は
な
い
」「
区

も
地
権
者
と
し
て
組
合
に
参

加
し
、
住
民
要
望
を
受
け
止

め
る
こ
と
」
「
住
民
合
意
を

尊
重
し
た
計
画
と
な
る
よ
う

に
」
指
導
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

４
月
の
国
の
介
護
報
酬
引

き
下
げ
に
よ
っ
て
、
区
内
の

小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
で
は
、
要
支
援
１
・
２
の

単
価
が
２０
％
以
上
の
削
減
と

な
り
、
「
利
用
を
断
っ
て
い

る
」
な
ど
深
刻
な
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
。正
保
議
員
は
、

来
年
４
月
か
ら
始
ま
る
区
の

新
総
合
事
業
の
事
業
費
単
価

が
さ
ら
に
低
く
設
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
介
護
事

業
所
の
経
営
難
と
低
賃
金
、

人
手
不
足
に
い
っ
そ
う
拍
車

を
か
け
る
だ
け
だ
」と
批
判
。

低
単
価
案
を
撤
回
し
、
経
営

が
成
り
立
つ
事
業
費
単
価
の

設
定
を
求
め
ま
し
た
。

国
保
料
・
後
期
高
齢

者
の
保
険
料
の
引
き

下
げ
を
！

国
保
加
入
者
の
低
所
得
・

貧
困
化
が
す
す
む
な
か
で
、

保
険
料
の
滞
納
世
帯
が
加
入

者
の
３
割
・
２
万
５
千
世
帯

を
超
え
ま
す
。
全
国
市
長
会

も
「
負
担
も
限
界
に
達
し
て

い
る
」
と
の
認
識
を
表
明
。

正
保
議
員
は
、
高
す
ぎ
る
保

険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
ま

し
た
。
山
�
区
長
は
「
値
上

げ
は
必
要
」
と
拒
否
し
ま
し

た
。障

が
い
児
の
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
軽
減
を
！

障
が
い
児
の
移
動
支
援

（
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
）
に
つ
い

て
、「
通
学
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の

親
の
願
い
は
切
実
で
す
。

正
保
議
員
は
、
毎
日
送
迎

す
る
親
の
負
担
は
大
き
い
と

し
、
墨
田
区
や
荒
川
区
の
よ

う
に
通
学
も
対
象
と
す
る
よ

う
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
通
所
施
設
へ
の
家

賃
助
成
の
継
続
、
移
転
や
新

規
開
設
に
も
助
成
す
べ
き
。

近
隣
区
で
は
無
料
化
し
て

い
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
に
つ
い
て
、
近

隣
区
で
無
料
と
な
っ
て
い
る

等
、
区
独
自
の
軽
減
策
を
求

め
ま
し
た
。

今
後
の
議
会
日
程

２
／
１６

請
願
陳
情
締
切
日

２４

本
会
議

２５

本
会
議

２９

２
０
１
５
年
度
予

算
審
査

３
／
１

〜

７８

企
画
総
務
委
員
会

９

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

１０

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

１４

議
会
運
営
委
員
会

１５

本
会
議

１６

清
掃
港
湾
・
臨
海

部
特
別
委

１７

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特

別
委

２２

防
災
・
ま
ち
づ
く

り
特
別
委

２３

医
療
・
介
護
保
険

特
別
委

３０

本
会
議

２
０
１
６
年
度
予

算
審
査

第第��回回定定例例会会本本会会議議質質問問

福祉とくらし応援の区政に全力
た
め
込
ん
だ
基
金
は
暮
ら
し
応
援
に

西
大
島
再
開
発
は
住
民
合
意
で

きくち幸江議員

訪
問
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
在
宅
介
護
の
柱

経
営
が
成
り
立
つ
報
酬
単
価
の
設
定
を
！

正保みきお議員

２０１６年１月発行 （２）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


